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steroid ホ jレモン(以下 st.ホと略) を結合する血清の蛋白質についての研究はかなり古くか
ら行なわれ， albumin がその受容体となることが知られていたが， 1958以降 alb. とは別に
αcglobulin に属する glycoprotein にその作用が存在することを認め， これを corticosteroid-
binding-globulin 或は transcortin として扱う様になった。 この研究は st.ホの特定生体部位





in vitro において人血清にC14_steroid (Cl4_progesterone, C14_estradiol 17 ß, C14_cortisol) 
を加え， 40 C, 60分振盟混和し， 後 Sephadex G-25 を用いた gel-fil tra tion 法にて遊離型
steroid と蛋白結合型 steroid とを分離した。分離した蛋白溶液を DEAE-Sephadex column 
chroma togra phy にかけて 4 つの分画に分け， 各分画について電気泳動を行ない st.ホを結
合する蛋白質を検討したが， それが albumin 並びに α-globulin 分画であることを確かめた。
更に抗人馬多価免疫血清を用いて immunoelectrophoresis を行ない，その後 au toradiogra phy 
を施行した。 その結果 prealbumin， albumin， α1-g1ycoprotein， αc 及び尚一lipOPI叫ein が
st.ホを結合することが判った。この結果は妊婦， 正常婦人， 成人男性の血清において，又




様の操作により(熱処理群は 60 0C， 1 時間処理) , st.ホに対する結合性を比較測定した。
そして血清 1ml に対する結合量を steroid binding capacity として表わし， 更に血清蛋白
1 g 当りの結合量を steroid binding efficiency として表わした。成熟婦人群に比し妊娠末期
群では st. bind. cap. は 2 倍以上の高値， 願帯血群及び癌末期群ではY2-Yaの低値を示し，
更に熱処理群では著明な低値を示した。 又妊娠末期群では st. bind. effici は st. bind. cap. 
と平行して上昇し， 瞬帯血群及び熱処理群では平行して低値を示しているが， 癌末期群では
st. bind. ca p. の著るしい低下に較べて st. bind. e自ci.はそれ程低下がみられなかった。 正
常人の同一血清を用いて血清 1ml に対する各種 st.の結合を比較すると， prog. 及び cort.
には強い結合性を示すのに較べ est.は弱かった。
E 各種 st.ホの相互干渉作用
radioactive steroid と処理し結合せしめた血治A中に他の cold steroid を添加し， radioacｭ
tive steroid の結合に対する影響を観察した所， いづれの st.ホにおいても添加した cold
steroid ~こより干渉を受けた。 そして est.が最も他の st.による干渉を受け易く， 逆に他の
st.の結合に対する干渉力は弱い傾向を示した。
W 血病中の lipoprotein 量と st.ホに対する結合性の変化
連続超遠心法により血清1ipoprotein を分離し low density lipoprotein (LDL) 並びに
high density lipoprotein (HDL) を分両し， これを immunoelectrophoresis ~とより LDL は
かlipoprot. HDL は α1一及び向一lipoprot.であることを確めたが， 各種状態下の人血清の
lipoprot.含量と st. bind. e伍ci.の変化とを併せ観察した結果，去勢婦人を対照として較べた
とき瞬帯血清の lipoprot.含量は約%量で，妊婦血清は約 2 倍量を含み est.投与では約60%の
増加を認めたがその変動は主として HDL (α1-'α2-li poprot.)により左右され， LDL は特~乙
変動を認めなかった。そして st. bind. effici.の変化は HDL 量の変動と密接な相関を示して
l'¥ 1;こ。
〔結論〕
1) st.ホと結合する血清蛋白質は， preal bumin, al bumin， α1-g1 ycoprotein， α1-li poprotein 
及び α2-lipoprotein であることを認め， 従来より transcortin と呼ばれて来た蛋白質は単一
のものでなく， albumin を除き α-globulin に属する数種の蛋白質の総称であると考えねばな
らない。
2) 妊娠末期血清の st.ホ結合能は著明に上昇を示し，隣帯血清では極めて低値を示した。 こ
れは構成蛋白質の変化によるものであり， 一方癌末期患者血清における st.ホ結合能の低下
は低蛋白血症が原因と考えられる。
3) 各種の st.ホ聞には血清蛋白質との結合に相互干渉が存在する。 その作用に強弱の差を認
めたが，それは蛋白質に対する結合性が st.の構造的差異により異なるものと考えられる。
4) 去勢婦人に est.を投与すると血清の lipoprot.含量の増加と共に st.ホ結合能が上昇した。
そして妊婦血清と騎帯血清との steroid 結合性の相違は α1一及び α2-lipoprot.の量的差異に
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放射性 steroid を用い， あらかじめ血清の蛋白と結合させたのち gel-filtration， cellulose tube 
を用いた透析濃縮及び， DEAE-Sephadex column chromatography を行なって分画し，最終的
にはその抗原性を基とした immunoelectrophoresis とその autoradiogram から，今迄知られて





の lipoprotein 量を比較する乙とから α1ー及び尚一lipopr悦ein の量的増加に関係して結合能の
上昇が現われる乙とを説明している。以上の研究成績は今後生体の内分泌環境の変化を検討する
上にも， steroid ホ jレモンの代謝面での研究にも重要な文献となり得るものと思う。
-177-
